










































                                                   
1 本稿は馬場敏幸(2012) 研究計画技術学会 第 27回年地学術大会 講演要旨集 pp.975-978をもとに一部加筆修
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量輸出でその国のその品目の国際競争力が強いとされる。  











(1) アジア NIEs および韓国 







自動車部品と電子部品では 1990 年代前半には日本の黒字はおおむね拡大傾向だったが、1997 年
のアジア経済通貨危機や IT バブル崩壊などの影響で黒字幅は減少した。2000 年代前半に日本の黒
字がやや拡大する局面も見られたが、2000年代後半の一連の世界不況で日本の黒字は大きく減少し
た。2010年に一時黒字拡大が見られたが、東日本大震災のあった 2011年には再び黒字は減少した。
鉄鋼は 2000 年代に入って日本の黒字が急速に拡大したが、2000 年代後半の一連の世界不況と東日
















電子部品の韓国と全世界との貿易では 2009 年まで赤字が継続したが、2010～2011 年は黒字にな



























易は 1990 年以降、おおむね赤字である。1990 年の貿易特化係数の値は－0.9 と極めて強い輸入依
存状況にあった。しかし、2005年以降はおおむね 0付近を推移しており、輸出入はバランスした状
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 自動車部品の中国と全世界との貿易は 1992年以降 2011年まで、2007～2008年をのぞいて赤字で
ある。ただし貿易構造は大きく改善している。1992年の貿易特化係数の値は－0.7と強い輸入依存
状態であったが、2005年以降は貿易特化係数の値はおおむね 0付近であり、輸出入はほぼバランス
した状態になった。1995 年の輸入トップ 3 はドイツ(53%)、日本(21%)、米国(9%)だった。2010 年
には日本(43%)、ドイツ(27%)、韓国(13%)になった。この期間で日本への依存は拡大した。 
電子部品の中国と全世界との貿易は 1992年以降 2007年まで赤字が継続した。2008～2009年とほ
ぼ輸出入が拮抗した後、2010～2011 年は明確に黒字に転じた。貿易特化係数の値は 1990 年代以降
おおむね－0.2～－0.5前後と輸入超過状態だったが、2010～2011年には貿易特化係数の値は＋0.2
に改善した。1995年の輸入トップ 3は日本(42%)、台湾(22%)、香港(18%)だった。2010年には中国











となった。貿易特化係数の値は 1992 年で－0.5 だったが、2006 年以降値はおおむね正になった。
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中 国 98損益 19％増、影響なし 01損益 19％増、影響なし 
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